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整流、スムージングを行った。シナジーは Ts から Tend
までの筋電波形を MATLAB に取り込み、MVC 値による





















(Chapman et al, 2008; Marsh and Martin, 1995; Nicolas 
A et al, 2017)されているが、選手の技術だけではなく、
運動課題の複雑さが要因となりシナジー数が増加する可
能性があると考えられる。また垂直跳びのシナジー数と
10 試技中の垂直跳び最大跳躍高、平均跳躍高が負の相関
傾向を示したことから(図 2)、シナジー数の減少に伴い、
垂直跳び動作のパフォーマンスの向上に影響を及ぼすこ
とが示唆された。 
 
【結論】垂直跳びと立ち幅跳び動作では、立ち幅跳びの方
が技術的な課題が複雑であり、その影響により、シナジー
数が増加傾向にある。また垂直跳び跳躍高が高い被験者ほ
ど、垂直跳び動作中のシナジー数が少ない傾向がみられた。 
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